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   A case of bilateral epididymal leiomyomas is reported. A 62-year-old man was referred to our 
hospital under the suspicion of left testicular tumor. A small hen-egg sized  painless' mass was 

palpated in the left scrotum and a little-finger-tip-sized mass in the right scrotum. At the operation, 
bilateral epididymal tumors were revealed, left high orchiectomy and right epididymectomy were 

performed. Gross evaluation revealed elastic hard tumors at the tail of bilateral epididymes. The 
left tumor was  40  mm in diameter and the right was  10mm. On the cut surface, the tumors 
were yellowish and solid. Histopathologically they were diagnosed as epididymal leiomyoma. We 
reviewed 75 cases of epididymal leiomyoma reported in the Japanese literature. Bilateral cases 
accounted for 21% of the 75 cases. 

                                                 (Acta Urol. Jpn. 40: 435-437, 1994) 
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緒 言

精巣上体に発生する腫瘍は比較的稀である.わ れわ

れは,陰 嚢内の無痛性腫瘤を主訴とした,両 側精巣上

体平滑筋腫の1例 を経験したので報告する.

症 例

患者=62歳,男 性

主訴:左 陰嚢内無痛性腫瘤

家族歴;特 記すべきことなし

既往歴=52歳 よ り甲状腺機能充進症 ・高血圧にて内

服治療中

現病歴=1993年4月 上旬,左 陰嚢内の無痛性腫瘤を

主訴に奥田泌尿器科を受診し,左 精巣腫瘍を疑われ手

術 目的で当科へ紹介された.

現症 ・左陰嚢内に,鶏 卵大で表面平滑,弾 性硬の無

痛性腫瘤を触知 した.ま た右陰嚢内にも小指頭大の無

痛性腫瘤を触知 した.表 在 リンパ節に腫脹はなく,他

に理学的所見に異常を認めなかった.

検査成績:WBClI,200/mm3と 白血球増多があり,

CRPO,96mg/dlと 軽度上昇を認めたが,他 に血液生

化学に異常を認めず,AFP・CEA。HCG・ β一HCG

・CA19-9・NSEな どの腫瘍マーカーは正常であっ

た.検 尿では,潜 血 ・糖 ・蛋白,い ずれ も(一),沈
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渣 で,RBCl～2/F,WBC2～3/Fで あ った.

画 像診 断:IVPで は異 常 を認 め なか った.陰 嚢部

の超音 波 検 査 では,左 陰嚢 内にhypercchoicな 部分

とhypoechoicな 部 分 が混 在 す る約4×3cmの 腫 瘤

を 認 め,そ の頭 側 に 正常 と思わ れ る精 巣 実質 が 描 出 さ

れ た.右 陰 嚢 内 に も約lcm大 の腫瘤 が 同 様 に描 出さ

才tた(Fig.1).

以上より両側精巣腫瘍と診断 し,1993年4月22日 ・

手術を施行した.左 陰獲内容を脱転したところ,腫 瘤

は精巣上体尾部に存在していたが,約4cmと 大きい

ために,高 位精巣摘除術を施行 した.摘 除物を迅速病

理標本として検査したところ悪性所見はなく,平 滑筋

腫と診断されたため,右 に関しては精巣上体腫瘍であ

ることを確認した上,精 巣上体摘除術を施行 した,腫

瘍は弾性硬で,両 側とも精巣上体尾部 に存在 してお

り,大 きさは左が4×3×3cm,右 がlcm,割 面は淡

黄色,充 実性で,左 は出血を伴っていた(Fig.2).

病理組織学的には両側とも同一の組織像で,腫 瘍は

spindIece11よ りなり,こ れが束状構造を形成しつつ

交錯 していた(F三g,3).悪 性所見は見 られず,両 側精

巣上体平滑筋腫と診断された.

術後経過は順調で19日 目に退院し,6ヵ 月を経た現

在,再 発,転 移の徴候を認めていない.

考 察

本邦における原発性精巣上体腫瘍は,1989年,清 水

ら1)が250例 を集計しているが,こ れによると,196例

(78.4%)が 良性腫瘍であ り,な かでも平滑筋腫は,精

巣上体良性腫瘍中56%を 占めるadenomatoidtumor

についで多く,27%を 占める.こ れは,欧 米での6～

8%と い う報告2)に 比べてきわめて多い.本 邦では,

田辺ら3)の集計した58例 のうち重複例1例 を除いた57

例の他,17例1・←17)が報告されてお り,自 験例は75例

目と思われる。

以下本邦報告75例91腫 瘍について検討を加える.年

齢は,14歳 か ら84歳,平 均50.7歳 で中高年に多い傾向

がみられた.患 側は,左31例(41%),右26例(35%)

で,両 側性のものが16例(21%)み られた.発 生部位

は,91腫 瘍中75腫 瘍(82%)が 尾部であり尾部が好発

部位と思われた.手 術術式では,精 巣上体摘除術が41

腫瘍(45%)と 最 も多いが,最 近では腫瘍摘出術が施

行されることも多く,31腫 瘍(34%)を 占める.し か

し,精 巣上体腫瘍の約20%が 悪性であることを考慮す

ると,精 巣上体摘除術が望ましいとする意見もある18).

また,精 巣摘除術は13腫 瘍(14%)で あ った.

両側例は75例 中21%を 占め,自 験例は両側例として

は16例 目にあたる.両 側例について検討したところ,

年齢は28歳 か ら80歳 で,50歳 代が多いものの,20歳 代

30歳代がそれぞれ2例 つつあ り,比 較的若年にも発症

していると思われた.発 生部位ではやはり,32腫 瘍中

30腫瘍 と圧倒的に尾部が多かった.主 訴は,陰 嚢内の

無痛性腫瘤が多数を占めたが,不 妊を主訴としたもの

も2例 あった.精 巣上体結核 と診断されたものも3例
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認めた.し かし精巣上体結核の減少と診断技術向上の

ためか,1979年 以降,結 核と診断された症例は報告さ

れていない,術 前に精巣腫瘍と診断されたものは,自

験例のみであった.手 術術式では精巣上体摘除術が最

も多く腫瘍摘出術がそれに続く.精 巣摘除術は3例5

腫瘍に施行されているが,前 立腺癌のために施行され

た例を除 くと,自 験例を含めて比較的大きな腫瘍に施

行されているようである.自 験例では,左 は腫瘍が約

4cmと 大きく,悪 性腫瘍の可能性も考慮したため精巣

摘除術を施行し,右 は精巣上体摘除術を施行した.

本疾患は文献的に,再 発や悪性化の報告はなく,予

後はきわめて良好であると思われる.

結 語

62歳の男性にみられた両側精巣上体平滑筋腫の1例

を報告し,本 邦報告両側例16例 について,若 干の文献

的考察を加えた.

本論文 の要旨は,第144回 日本泌尿器科学会関西地方会に

おいて発表 した.
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